
く問題IV-（呈） ：土質及び基礎〉

1. 地盤の鵠査や試験の方法に闘する記述として、:iEしいものを畠～4のなかから選びなさい。

a. 物理探査によって得られる地盤の静性波速度分布や電気比抵抗分布l士、直接地盤の工

学的性質そのもの安示すものと考えて良い。

b町 サウンディングには様々な形式のものがあるが、標準貫今入試験はこれに該当しない。

C陪 ボーPングの調査において、支持地盤の確認調査では必ずN値50以上の地盤を厚さ

5m確認しなければならない。

d. SPTサンプラーにより採取した乱した試料＆用いて自然合水比告と求めることは実用

上支障がない。

2. 地盤調査及び試験に関する記述として、正しいものを畠～dのなかから選ぴなさい。

a. 設計に用いる地盤の変形特性は、孔内載荷試験から求めることを様準としているc

b. 軟弱な粘土地盤のカ学特性は、苦しれの少ないサンプノレを用いた土質試験（カ学試験）

でしか求めることができない。

c. 密度検層と電気検層ならびにPS検層を複合することにより、原佼震での圧筏特性を

把握することができる。

d. 耐震構造上の安全確認として地震応答解析を行う場介は、地盤の動的モデノレの精度を

高めるため、ボーリング（N値）のほかPS検層、常時微動測定、動的変形試験など

が一般的に行われてし、る。

3. 河川沿いの低地に見られる地形とそれを構成する地盤の特性に関する記述として、誤っ

ているものを畠～dのなかから選びなさい。

a. 自然堤防は犯濫原の中ではやや様高が高い地形であり、その構成地重量は近くの本流河

川敷に分布ずる堆積物と同じかやや粗粒であり、排水位の良い砂地盤を形成十る。

b. 旧河道はf可J11の流路跡で、土砂で埋められて筋状に見られるものと、三日月潟になっ

ているものとがある。旧河道の地盤は一般に近くの本流河川敷に分布する堆積物より

礁分に富み透水性の良い地殺を形成する。

c. 後背源地は自然堤防の背後に広がり、自然堤防より lm程度低い土地で、周辺の自然

堤防よ哲粘土質で、局所的に腐縫土を挟むこともある。

d. 三角州は、河川［の河円近くで、 f可道が分流して三角形の島状の地形をなし、洪水によ

って選ばれてきた土砂が堆積しており、砂質やシルト質の地畿であるところが多い。



4. 下表は『杭基礎設計便覧」におけるポーリング調査による「支持層確認後の掘進長の自

安」を示したものであるが、［A］～［ F］に当てはまるものとして、正しいものを畠～dの

なかから濃びなさい。ただし、支持層の下に圧密沈下が生じる地層等が想定されない一

般的な条件の下での回安の例である。

確認後の調進長（m)

支持層が確認された深さ
上砂

岩盤

軟岩 硬岩

地表から 5m未満 [A] [CJ [E] 

地表から 5m以深 [BJ [DJ [F] 

a. A=lO、B = 5, C=lO、D=  5、E=l口、 Fニエ 5 

、ー A=20、B=lO、C=10、D= 5、E=5、F=3 

c陪 A=lO、B =5、C=lO、D=5、E=5、F=3 

d. A=lO、B =5、C =5、D=3、E=3、F=1 

5. 設計CBRを算出する試験方法に演する記述として、正しいものを誼～dのなかから選び

なさい。

札 あらかじめ自然含水比状態で保管されている試料を37.5阻以上のレキ等は取り除き、

供試体作製まで試料の含水比が変化しないようiとする。

b. 供試体の作成i土、試料をモールド内に入れ、4.5kgランマを用い突き国め凶数67包iで、

3層に分けて突き国める。また、水槽に供試体の上面支で72時間水浸させる。

c. 貫入試験l士、ピストンに0.5醐／minの速さで荷重をかける。

d凶CBRは貫入量2凶5盟および5.0盟血における値から求めて、どちらか低いイ疫を採用するロ

ι 特に注意の必婆な切土に関する艶述として、正しいものを畠～dのなかから選びなさい。

a陣地下水の多い切土の場合、現状の地下水位を調査して安定計算を行い、のり商勾配を

決めなければならない。

b. 審jれ自が流れ盤となる切ニi；；のり商の勾配は、必ず割れ目の見かけの傾斜角と同じかそ

れよりもゆるい勾駆としなければならない。

C凶泥岩、凝灰岩、蛇紋岩などの風化が速い岩の切土に際しては、将来風化が進んでも崩

壊しないための安定勾醍を磯保しておくことや風化抑制効果のある密閉相の保護工

を用いるなどの思慮が必要である。

＆ 害jれ闘の多い岩の切土のり勾重己は、周辺の既設のり商の実績は参考にならないため、

弾性波探査結果や亀裂係数から決めることとしている。



7. 下表は『道路土エ 切土工 a斜面安定エ指針」の切土に対する標準のり商勾配である。

表中の［ア｝、 ｛イ］、 ［ウ］の勾配の組合せとして、正しいものを畠～dのなかから選

びなさい。

地山の土質 切土高 勾配

磁 岩 l . 0. 3～1 . 0. 8 

軟 岩 ［ア］

砂 密実でない粒皮分布の悪いもの 1 . 1. 5～ 

密実なもの
5m以下 1胴 0.8～l. l閉 8

5～lOm 1盟 1.0～1 . 1. 2 
砂質土

5国以下 1司 1.0～l .1.2 
密実でないもの

§～lOm 1舗 1.2～l . 1. 5 

密実なもの、 lOm以下 1調 0.8～1. l属。
砂利または岩塊 または粒度分布のよいもの 10～15m ［イ］

混じり砂質土 密実でないもの、 lOm以下 l圃 1.0～1 . 1闇 2

または粒皮分布の悪いもの 10～15m l : 1. 2～1 : 1. 5 

粘性士 lOm以下 ［ウ］

岩塊または玉石 5m以下 l : 1.む～l: 1. 2 

混じり粘性土 5～lOm 1司 1.2～l . 1. 5 

a. ［アJl : 0. 5～1 : 1. 2、 ［イ］ 1:1.0～l: 1. 2, ［ウJ1 : 0. 8～1 : 1. 2 

b. ［アJl : 0. 8～1 : 1. 2、 ［イ］ 1:1.0～1: 1. 5、 ［ウJ1 : 0. 8～1 : 1. 2 

c. ［アJ1 : 0. 5～1 : 1. 2、 ［イ］ 1:1.0～1: 1. 5, ［ウJ1:1.0～1 : 1. 2 

d. ［アJ1 : 0. 8～1 : 1. 2、 ［イ］ 1:1.0～1: 1. 2、 ［ウJ1:1.0～1 : 1. 2 



8. 地下掘削部の地下水を低下させる下図の3工法に関する記述として、誤っているものをa

～dのなかから遷ぴなさい。

ー・ ー』 マ自然地下水位

ー－－－－－

－、 －－－玄ーーーー一

｜ウェルポイント工法｜ ＋
＋
＋
 

.. 
4・｜ディープウェル工法｜
＋ 

a. ワェルポイント工法はウェノレポイントと呼ばれる小口径の吸水パイプを、ジェットを

用いて地中に挿入し、これに真空圧をかけて地下水を吸引、排水する工法である。

b. 釜場工法は基本的に掘削底面に湧き出してくる地下水を釜場に集めて排水するもの

であり、現場内の地下水を十分低下させることは難しい。

c. ディープウェル工法は広範囲の地下水を大きく低下させることが可能であるが、現場

周辺の井戸枯れや地盤沈下などの問題を引き起こさないような配慮が必要である。

d. ワェルポイント工法およびディープウェノレ工法の両方とも透水性の比較的低いシル

ト質の地盤では適用できない。

9. 「道路土工 盛土工指針」の性能2に対する盛土の隈界状態と照査項目の記述として、

正しいものをa～dのなかから選ぴなさい。

a. 一般に構成要素である基礎地盤と盛士について、変形照査および安定照査を行うo

b. 一般に構成要素である盛士については、安定照査を行えばよい。

c. 盛士本体は損傷の修復を容易に行い得る限界の状態である。

d. 基礎地盤は隣接する施設へ甚大な影響を与えるような過大な変形や損傷が生じない

限界の状態である。

10. 「道路土工構造物技術基準」の盛土の設計に関する記述として、誤っているものをa～dの

なかから選ぴなさい。

a. 常時の作用として、少なくとも死荷重の作用及び活荷重の作用を考慮する。

b. 盛士のり面は、のり面の侵食や崩壊を防止する構造となるよう設計する。

c. 盛士は、雨水や湧水等を速やかに排除する構造kなるよう設計する。

d. 路床は、単独で長期にわたって活荷重を支持する構造となるよう設計する。



11. 「道路土エ軟弱地盤対策エ指針」における粘性土の強度増加率に腐する記述として、 E

しいものを畠～dのなかから選びなさい。

札強度増加率は、非圧密非排水条件の三戦圧縮試験結果から求めるこ止ができる。

b陪強度増加率は、土の塑性指数を用いて、 Skempton関係式から推定することができる。

c. ピ｝トの強度増加率は、 3.5～5.0が目安である。

d. 強度糟加率i土、一函せん断試験結果から求めることはできない。

12. EE密係数を表わす下式の窪欄｛ア］および［イ］！こ当てはまるものを畠～dのなかから選

ぴなさい。

［ア］
c 
' ［イ］× γ w

ただし、 c, ：圧縮係数

γw：；水の単位体積蓋量

a. ア：透水係数 イ・体積圧縮係数

b. ア：圧縮指数 イ：変形係数

c. ア：変形係数 イ：透水係数

d. ア：体積圧縮係数 イ：圧縮指数

13幽 「道路ニtエ軟弱地盤対策エ指針』における深層混合処理工法に関する記述どして、誤つ

ているものを誼～dのなかから選ぴなさい。

a. 深層混合処理工法i土、構造物や民家が近接している箇所でも施工できる。

b. 杭式改良地盤では、一般的にすべり破壊に対して、改良体と無改良地盤との平均的な

地盤強度が発揮されるとみなして設計を行う。

c. 杭式改良地盤に水平カが作用する場合、改良体の曲げ変形の発生を紡止するため、改

良幅Bは改良深さDに対してβIDエ＝O.3以上とすることが望ましい。

d. 配合試験に用いる供試体は、地盤工学会基準「安定処理土の締問めをしない供試体作

製方法」に基づいて作製する。



14.下記の記述文は『道路土エ軟弱地盤対策ヱ指針』における盛土の安定に関する記述であ

る。仁王ゴおよびピ五ゴに当てはまる健として、正しいものを伊dのなかから選び

なさい。

常時における感士では、情報化施工により施工中の動態観測を？行うことを前提とし

て、盛士立上り時の安全率は亡玉〉上、供用時の安全率は仁王ヨ上ける

ことが望ましい。

a. A : 1. 00 B : 1. 10 

b. A : 1. 05 B : 1. 15 

c. A : 1. 05 B : 1. 20 

d. A : 1. 10 B : 1. 25 

15盟 「トンネル標準示方書｛間関I］工法ト同解説」の土留めエの設計に用いる領I］圧に閲する記

述として、誤っているものをa～dのなかから選びなさい。

a. 側j五は砂地盤ではよj五と水j五を分けて求め、粘性上地盤では上j五と水起を一体として

算定するo

b. 慣用計算法において用いる｛国！JI玉は、断面計算用と被入れ計算用で異なり、それぞれに

対応した側j五式を用いる。

c. 弾塑性法において計算に必要な組I］圧には、主働鎖！JI玉、受織儲lj}五および掘削面倒！の静止

f臨む士iがある。

＆ 自立土留めヱの場合は、繰入れ長および応力の計算とも弾性平衡状態を想定した側圧

を用いるロ



16.下図は、 『トンネル標準示方審［開削工法］盟問解説jにおける仮設構造物の設計の基本

約な手JI膜を示したものである。空欄仁王ゴ～仁王ゴに当てはまるものとして、正しいも

のを畠～dのなかから選ぴなさい。

a. 

b. 

c. 

d. 

ア：掘削底面の安定検討、

ヱ：土儲め支保工の検討

ア：掘削底商の安定検討、

エ：根入れ長の検討

ア：根入れ長の検討、

ヱ：；土1憎め支保工の検討

ア：根入れ長の検討、

エ：掘削底面の安定検討

ウ

長件］

断面設定
こEの股定
の設定
ぬ重量定

の設計］

ぴ申関税
の換討

伎の検討

イ：根入れ長の検討、

イ・土宇野め支保工の検討、

イ・掘削底面の安定検討、

イ：土傷め盤断面の検討、

ウ：；土街め墜断面の検討、

ヴ：：主情め壁断面の検討、

ウ：；土街め墜断面の検討、

ウ：：主情め支保工の検討、



17.土留めエにおける掘削底罰の安定1：：関する記述として、誤っているものを畠～dのなかか

ら選ぴなさい。

a. 綾ぶくれの検討方法には、被圧水圧と土かぶち荷主義との比で評価する荷議バランスに

よる方法の他に、土手寄め壁と地盤との摩擦抵抗を考慮する方法がある。

b. ベッタの安定数l士、深さ方向にト分な！事さの粘性土層について、掘削長、掘削幅が無

限で、かつ背面地盤のせん断強さを考慮した場合の理論的検討結果から得られたもの

である。

c. パイピング現象l土、掘削に先立って打設した中間杭まわりで発牛。する場合がある。

d. ヒーピング防止策のーっとして、土憎め壁の根入れ長と剛性を増す方法がある。

18. F道路ニt工 仮設構造物工指針』におけるこt留め工の計測管理に関する記述として、誤

っているものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a. 言十君主jシステムには手動計測、半自動計話題、自動計測の 3方式があり、目的、計測点数、

計測頻度、費用などに応じて選定する。

b居予測管理とは計調u値の経時的な変化から工事の安全性を確認するもので、計測値の経

時的変化と掘削深さ等との関係から簡易的に将来の予測を行うこともある。

c. 絶対値管理とは計測項目ごとに管理基準値安事前に設定し、実lllU値と比較して工事の

安全性を確認する管理手法安いう。

d陪土留め壁の応力の測定法としては、ひずみ計または鉄筋計を設置する方法が一般的で

ある。

ゆ補強ニt懸の維持管理における点検婚の留意事項として、誤っているものを昌～dのなかか

ら選びなさい。

a. 基礎地検や背面接士の変形にある程度追随できる構造となっていることから、ある程

度の壁面の変形、盛土天端の沈下、童基礎地機の変状l立問題とならない。

b陪完成直後は降雨や地震動の影響を受けやすく全体的に変形が進行する傾向がある。

c. 点検で壁面の倒れやはらみ出しが見られた場合、記録簿との照合や定期的な言［測によ

事継続して進行しているか判断し、必要な対策安行う。

d胃壁面が排水しやすい構造となっているため、水抜き孔や目地からの潟水は機能上問題

のないことが多い。



20司 「道路土工 擁壁ヱ指針」における通常のフロック積擁壁！こ関する記述として、正しい

ものを畠～4のなかから選ぴなさい。

a. のり面勾配が1: 0. 8よ哲急なものを対象としている。

b. 設計は「経験に基づく設計法Jによるが、原則として支持に対する安定の照査は地盤

反カ度により行う。

c. 主としてのり面保護に用いられるため、背面地山が締まっている切土、比較的良質な

裏込め土で締同めがなされている盛土など、土圧が小さい場合に限り適用できる。

cl. 二段以上の多段ブロック積擁壁i土、用いてはならない。

21. 「道路土エ構造物技術碁準jの制定の背景として、誤っているものを畠～dのなかから濃

びなさい。

a. 設計・施工技術の進展にともない、従来は建設できなかった新たな構造形式が多く

導入されてきたo

b. 排水不良による損傷の発生やブロッタ積擁壁が多く損傷し、容易に復旧できない事

例が増加している。

c. 橋梁とその取りつけ部の盛土のように性能の違いによ明損傷度合いに差が生じ、道

路機能iこ支障が出ている。

cl. 建設発生土の再利用が進み、従来は利用されなかった襲撃透水性の改良土の利用が増

加した一方で、適切な排水設計が行われないことによる損傷事例が増加している。

22. 「道路橋示方事組問解説 W下部構造編Jの暮磁の安定に関する記述として、誤ってい

るものを昌～dのなかから選ぴなさい。

a. 基礎の安定計算は荷重の組合せに応じて、常時、レベル1地震時、暴風時について行

ヲ。

b. 下部構造から決まる基礎の許容水平変位量は、原則jとして基礎舗の 1%である。

c. レベル2地震時において液状化が発生する場合には、橋台基礎の安定性照査を実施ナ

る。

cl. ケーソン基礎と直接基礎の設計法の区分l士、原則として施L法の区分による。



23.下記の記述問、直接輔の支持力算定式の説明文である。仁王ゴ〈日に当てはま

るものとして、正しいものを畠～dのなかから選びなさい。

田支持カ算定式 q，＝ 日 cNC＋γ2D 1N.+ y 1/J B N  ,/2 

ただし、

q, ’地畿の極限支持カ度

ιβ  ’童基礎の形状係数

c －地盤の粘着力

Ne, 1町、 N, ・支持カ係数

'Y 1, Y 2  ・基礎底面より下部、及び上部の地織の有効単位体積君主主量

D1 ’基礎の有効根入れ深i's

B －基礎i福

上式は、仁芝ゴを前提として、地機の仁白とし_2_j及び、地織の問項持ね合わ

せて支持カを併するものである。 Nc,Nql土地織の開会無視して求められる自コで

あり、これに自震の影響を考慮したN，を加えたものである。しかし、 Ne,N＂の最小

値を与えるすべり函とN，のそれとは一致しないので、実用的な近似式である。

a，ア：全般せん断破壊 イ・粘着カ項 ウ：サーチャージ項エ：塑性解

b.ア：一般せん断破壊 イ：内部摩擦項 ウ：サーチャージ項エ：弾性解

c，ア：局部せん断破壊 イ：内部摩擦項 ウ：荷重項 エ：塑性解

d，ア：全般せん断破壊 イ・粘着カ頃 ウ：街重頃 エ：弾性解



24.下記の式i立、 f道路橋示方書陸間解説 W下部構造編」の偏荷量を受ける基礎に対する

視IJ方移動の判定式（ I値）である。判定式！こ関する記述として、正しいものを畠～dのな

かから選びなさい。

γh 
I＝μ 叫 2μ丸一一一一一

c 

ただし、 I F 偵~方移動判定値

μ, ・軟弱層淳iこ関する檎：iE係数

μ, ・基礎の抵抗幅に関する補.JE係数

μ3 ・橋台の長さに関する補1E係数

r F盛士材料の単位体積重量

h －地盤高の高低差

c －軟弱層の粘着カの平均値

a.適用条件はN健治；5以下、又は一軸圧縮強度が120kN/nf以下の場合であるc

b. I値が1.5以上の場合に側方移動のおそれがある。

c.基礎の根入れ長や橋台ブーチングの道路方1n1幅を長くすると計算上、 J値が小さくな

るが、根本的な対策としては不適である。

d.地殻高の高低差hi土、将来計画として橋台前面地殻の掘削も含めた高低差とするが、

施工中の一時的な掘削は考慮しなくてよい。

25. 「道路橋示方事・問解説 W下部構造編』における設計に用いる地銭定数に関する記述と

して、誤っているものを畠～dのなかから選びなさい。

a. N{i直が5米満であるような軟弱な粘性土の場合、標準貫入試験の結果からせん断強度

を推定することは適当でない。

b.砂層においては、砂の相対事毎度がN値と相穏を有することを利用し、 N健からせん断

抵抗角を推定することが行われている。

c.砂れき層では、 N値が過大に出る傾向があるため、打撃回数と貫入量の関係を詳細に

検討しN値を補正するなど宿意が必要である。

d.悶結が進んでいない沖積層の砂れき層i土、せん断抵抗角と粘著カを有する地盤として

評価するのがよい。



26. 「道路橋示方審盤問解説 N下部構造線」における宣接基礎の設計に関する記述として、

誤っているものを畠～dのなかから選ぴなさい。

a.直接基礎に作用する荷議の合力の作用位置は、常時の場合、底面の中心よ号底面幅の

1／品以内と』ずる。

b.基礎底面地盤の許容鉛直支持カは、基礎底面地盤の極限支持カのみを考慮して求めな

ければならない。

c.水主F

d.鉛直荷重l土、基礎底商地盤の鈴鹿地盤反カのみで抵抗させなければならない。

27.杭に働く負の罵葱摩擦力安検討するにあたり、考慮しないものを畠～dのなかから濃びな

さい。

a. 水平方向地盤反カ係数

b. 中立点

C町抗体応カ皮

d陪主主頭沈下量

28.液状化に関する記述として、正しいものを昌～dのなかから濃ぴなさい。

a陪動的せん断強度比が大きいほど、液状化が生じやすい。

b. N値が小さいほど、液状化が生じにくい。

c. 細粒分合有塁障が高いほど、液状化が生じやすい。

d陣地震時せん断応力比が大きいほ2子、液状化が生じやすい。

29. F道路橋示方書幅問解説 V耐震設計編』における耐震設計上の地盤種別を区分する下表

のに日および仁~Iこ当てはまる億として、正しいものを刊のなかから選びなさい。

地盤種別 地盤の基本間有周期T0(s)

I種 TGくiAj  

E種 I A I話 T,<[ B I 

国種 I B 1話 T,

a. A : 0. 05 B : 0. 2 

b. A : 0. 1 B : 0. 4 

c. A : 0. 2 B : 0. 6 

d. A : 0. 5 B : 1. 0 



30.下記の式i立、 「道路橋示方番目問解説 V耐震設計語」に示されている地震持せん断応力

比の推定式である。［ア］に当てはまるものとして、正しいものを畠～dのなかから選ぴな

さい。

σv一わ
アd

 

vs 一一
yu 

ただし、 L ：地震時せん断応カ比

rd ：；地震時せん断応カ比の深さ方向の低減係数

民：全上裁任

a・.：有効上載圧

a.動的せん断強度比

b.繰返し三輪強度比

C園地盤面の設計水平震度

d.興IJ性率




